


1. 風しんの概要

（別 添）

風しんワクチンについて

（予防接種ガイドライン(2003年 改訂版）より抜粋）

風しんは、急性ウイルス発疹症である。 潜伏期は2 � 3週間、 癒合傾向の少ない紅色斑丘疹、 発熱、 頚部

リンパ節腫脹などを主徴とする。 眼球結膜の軽度の充血や口蓋粘膜の出血斑、肝機能障害なども見られる。

年長児や成 人では関節炎の頻度が高い。予後は一般に良好であるが、 血小板減少性紫斑病が3,000人、脳炎が

6,000人に1人、 まれに溶血性貧血も見られる。妊娠初期の妊婦が風しんウイルスに初感染すると、胎児に感

染して先天性風しん症候群児（難聴、 先天性心疾患、 白内障及び網膜症等） が出生する。

最近、 大規模な流行の発生はないが、散発的な地域流行は続いており、 その中で先天性風しん症候群の発

生も報告されている。

2. 予防接種の効果

風しんワクチンは、各社とも接種を受けた者の95%以上に風しんHI抗体の陽転が見られる。HI抗体価の上

昇は自然罹患より低いが、20年近く抗体が持続し、 自然感染による発症を防御しうる。風しん患者と接種し

た後、 ワクチンを接種しても確実に予防できるとは限らないが、 接種自体はかまわない。

3. 風しんワクチンの特徴

弱毒化した風しんウイルスを凍結乾燥した生ワクチンであり、 添付の溶解液（局方蒸留水） で溶解し使用

する。 高温や紫外線に弱い生ワクチン株を使用しているので、 保管に注意する ( 5 ℃以下の冷蔵庫又は冷凍

庫）。

4. 接種上の注意点

風しんの既往の記憶はあてにならないことが多く、 流行時に罹患した人以外はワクチン接種をすることが

望ましい。 抗体陽性の人にワクチン接種をしたとしても特別な副反応は起こらず、 抗体価の低い人において

は追加免疫効果がある。

妊娠の可能性のある年代の女性に接種する場合は、 胎児への感染を防止するため妊娠していないことを確

かめ、 ワクチン接種後最 低2カ月 間の避妊が必要である。

5. 副反応

小児の接種では、 接種後5�14日に1.9%に37.5℃以上38. 4℃未満、2.6%に38.5℃以上の発熱、 発疹が1.3 

％、 リンパ節腫脹が0.6%認められる（健康状況調査報告）。 成 人女性に接種した場合、 1�2週間後に関節

炎が認められることがあるが、数日から1週間で治癒する。重篤な副反応の報告はほとんどないが、約100万

人に1人の血小板減少性紫斑病がみられる。 ワクチン接種後1�2週間に接種を受けた者の咽頭よりワクチ 

ンウイルスの排泄が認められることがあるが、 周囲の風しん感受性者に感染することはない。
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